
１
-
は
じ
め
に

　
港
は
、
物
流
や
生
産
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
経

済
機
能
を
支
え
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
、
つ
ま
り
社
会
基

盤
施
設
で
あ
り
、
こ
の
港
の
周
辺
に
は
じ
つ
に
様
々

な
産
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
港
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
。
物
流
面
で
は
貿
易
不
均
衡
に
よ
る
日
本
へ
の

輸
入
促
進
の
要
請
の
拡
大
、
生
産
面
で
は
生
産
拠
点

の
移
転
や
機
能
の
高
度
化
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

変
化
に
よ
っ
て
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
港
の
役

割
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
横
浜
臨
海
部
の
産
業
活
動
の

現
状
と
動
向
を
概
観
し
て
、
産
業
活
動
に
お
け
る
港

の
役
割
の
変
化
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の

横
浜
経
済
活
性
化
に
お
け
る
港
の
役
割
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

　
分
析
の
視
点
と
し
て
は
、
産
業
の
動
向
お
よ
び
産

業
活
動
に
お
け
る
港
の
役
割
の
変
化
を
、
空
間
軸
、

時
間
軸
の
両
軸
に
よ
り
整
理
し
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
と

し
て
の
港
の
役
割
を
産
業
と
都
市
と
の
相
互
関
係
に

お
い
て
考
察
す
る
。

２

横
浜
臨
海
部
の
産
業
集
積
の
現
状
と

動
向

　
ま
ず
、
横
浜
臨
海
部
の
産
業
活
動
の
現
状
と
動
向

を
概
観
し
て
み
よ
う
。
横
浜
の
臨
海
部
は
、
都
市
計

画
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
臨
港
地
区
に
限
っ
て
も
約

二
千
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
広
大
で
、
産
業
の
内

容
も
複
雑
で
あ
る
た
め
一
概
に
は
語
れ
な
い
。
そ
こ

で
、
臨
海
部
全
体
の
現
状
を
つ
か
ん
で
か
ら
、
臨
海

部
を
性
格
の
類
似
し
た
い
く
つ
か
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
、

さ
ら
に
、
産
業
の
主
な
機
能
を
取
り
上
げ
、
そ
の
動

向
を
少
し
詳
し
く
み
て
み
た
い
。

①
－
臨
海
部
産
業
全
体
の
現
状

　
臨
海
部
全
体
の
動
向
と
し
て
、
港
に
面
し
て
い
る

区
（
臨
海
六
区
）
と
臨
港
地
区
の
両
方
に
つ
い
て
、

産
業
別
の
従
業
者
数
の
構
成
と
変
化
を
み
る
。

　
ま
ず
、
臨
海
六
区
全
体
の
従
業
者
数
は
平
成
三
年

の
事
業
所
統
計
に
よ
る
と
約
六
十
八
万
人
で
、
横
浜

市
全
体
の
約
五
二
％
を
し
め
て
い
る
。
臨
海
部
の
シ
ェ

ア
は
低
下
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
緑
区
、
港

北
区
な
ど
の
郊
外
区
へ
の
事
業
所
集
積
が
進
ん
だ
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
臨
海
六
区
に
つ
い
て
も
、
実
数

で
は
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
臨
港
地
区
内
の
事
業
所
の
従
業
者
数
の
合

計
は
約
十
二
万
人
で
市
内
の
従
業
者
総
数
の
約
九
％

を
し
め
て
い
る
。
こ
の
従
業
者
数
は
近
年
増
加
し
て

お
り
、
一
九
八
六
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
五
年
間
で

約
八
％
増
加
し
て
い
る
が
、
市
全
体
の
伸
び
に
は
お

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
１
総
合
港
湾
へ
の
模
索
①
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

よ
ば
な
い
（
表
－
１
）
。

　
こ
れ
を
、
産
業
分
野
別
に
み
る
と
。
産
業
の
構
成

で
は
製
造
業
、
運
輸
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
多
い
。
産

業
別
の
全
市
に
占
め
る
臨
海
部
の
従
業
者
の
割
合
で

は
、
運
輸
業
、
電
気
」
ガ
ス
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

業
、
製
造
業
の
比
率
が
高
い
。
ま
た
、
製
造
業
、
運

輸
業
が
横
ば
い
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
業

が
増
加
し
て
き
て
い
る
（
表
－
２
）
。

②
－
臨
海
部
産
業
の
ゾ
ー
ン
別
の
現
状

　
横
浜
臨
海
部
は
、
そ
の
地
域
の
特
性
や
地
理
的
条

件
と
産
業
面
に
お
け
る
類
似
性
と
か
ら
、
図
一
１
の

通
り
、
①
京
浜
臨
海
部
、
②
都
心
臨
海
部
、
③
外
港

部
、
④
根
岸
臨
海
部
、
⑤
金
沢
臨
海
部
の
五
つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
－
１
）
。

　
各
ゾ
ー
ン
の
特
色
に
つ
い
て
、
従
業
者
の
業
種
構

成
比
か
ら
み
る
と
、
①
京
浜
臨
海
部
、
④
根
岸
臨
海

部
、
⑤
金
沢
臨
海
部
は
、
製
造
業
に
特
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
③
外
港
部
は
、
運
輸
・
通
信
業
、
②
都
心
臨

海
部
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業
な
ど
の
非
製
造
業
が

集
積
し
て
い
る
（
図
｜
２
）
。

　
今
後
。
日
本
経
済
の
産
業
構
造
や
、
市
民
の
生
活

構
造
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
の
地
域
を
産
業
面

で
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
か
が
本
市
の
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

―
―
は
じ
め
に

２
－
横
浜
臨
海
部
の
産
業
集
積
の
現
状
と
動

　
　
向

３
－
横
浜
港
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役

　
　
割
の
変
遷

４
－
新
た
な
産
業
拠
点
の
形
成
に
向
け
て

表－1 港湾周辺地区(臨海６区)の従業者の推移表－2 港湾周辺地区臨港地区）の産業の構成
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③
横
浜
臨
海
部
の
産
業
活
動
と
港
の
役
割
産
業
拠
点
と
し
て
の
横
浜
港



③
－
臨
海
部
の
産
業
機
能
の
動
向

　
横
浜
臨
海
部
の
産
業
動
向
を
も
う
少
し
詳
し
く
み

る
た
め
、
臨
海
部
産
業
の
主
な
機
能
で
あ
る
「
生
産

機
能
」
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
能
」
「
物
流
機
能
」
に
、

横
浜
に
お
い
て
集
積
を
図
っ
て
い
る
「
業
務
機
能
」

と
、
自
由
時
間
の
拡
大
と
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
需
要
が
増
加
傾
向
に
あ
る

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
」
を
加
え
た
五
つ
の
機
能

に
つ
き
、
動
向
を
整
理
す
る
。

　
主
な
、
産
業
機
能
の
動
向
の
概
要
は
、
次
の
と
う

り
で
あ
る
。

ア
生
産
機
能

　
生
産
機
能
は
、
京
浜
臨
海
部
、
根
岸
臨
海
部
、
金

沢
臨
海
部
の
各
ゾ
ー
ン
に
多
く
集
積
し
て
い
る
。

　
臨
海
六
区
の
製
造
品
出
荷
額
、
従
業
員
数
は
近
年

減
少
に
は
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
昭
和

四
十
～
五
十
年
代
の
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
お
ら
ず
、

か
つ
て
ほ
ど
の
勢
い
が
な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
横

浜
市
内
で
の
シ
ェ
ア
、
東
京
圏
で
の
シ
ェ
ア
も
し
だ

い
に
下
げ
て
き
て
い
る
。
東
京
圏
そ
の
も
の
の
工
業

の
全
国
シ
ェ
ア
が
低
下
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
中
に

あ
っ
て
横
浜
市
を
含
む
既
成
市
街
地
の
全
国
シ
ェ
ア

は
、
東
京
圏
全
体
よ
り
も
大
き
な
低
下
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
横
浜
臨
海
部
等
に
お
い
て
は
、
地
方
立

地
が
可
能
な
工
場
は
ほ
と
ん
ど
が
移
転
済
み
で
あ
る

と
い
う
見
方
が
有
力
で
あ
る
中
で
、
成
長
力
が
衰
え

た
と
は
い
え
、
現
在
な
お
市
内
製
造
品
出
荷
額
の
シ
ェ

ア
が
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
原
料
輸
入
の

減
少
、
大
量
生
産
の
地
方
移
転
な
ど
に
よ
り
港
湾
と

工
業
と
の
結
び
付
き
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
の
見
方
も

あ
る
が
、
民
間
ふ
頭
の
取
扱
量
に
は
大
き
な
変
化
も

な
く
、
港
湾
が
利
用
で
き
る
臨
海
部
へ
の
工
場
立
地

図‐１　横浜臨海部のゾーン区分の
メ
リ
ッ
ト
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。

　
さ
ら
に
、
京
浜
臨
海
部
の
生
産
機
能
は
、
広
大
な

市
場
を
背
後
に
持
つ
こ
と
、
本
社
等
中
枢
機
能
と
の

近
接
性
、
高
度
な
産
業
技
術
の
集
積
な
ど
、
企
業
に

と
っ
て
こ
の
地
域
に
生
産
を
維
持
す
る
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
。
立
地
条
件
を
生
か
し
、
多
品
種
少
量
の

生
産
拠
点
、
研
究
開
発
拠
点
、
試
作
工
場
化
、
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
工
場
化
な
ど
、
様
々
な
動
き
も
あ
る
。

　
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
水
平
分
業
化
と
わ
が
国
の
生
産

機
能
の
空
洞
化
が
進
む
中
で
、
今
後
の
わ
が
国
の
国

際
競
争
力
の
維
持
や
、
国
際
貢
献
を
考
え
る
と
、
研

究
開
発
機
能
の
向
上
や
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
生
産
機
能

の
維
持
・
充
実
の
重
要
が
さ
ら
に
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
の
京
浜
臨
海
部
は
こ
う
し
た
対
応
が
で

き
る
唯
一
の
拠
点
地
域
で
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
京
浜
臨
海
部
の
工
業
の
活
性
化
は

横
浜
経
済
だ
け
で
な
く
わ
が
国
経
済
の
発
展
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
も
、
古
く
か

ら
の
立
地
企
業
が
多
く
、
都
心
部
に
隣
接
す
る
京
浜

臨
海
部
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
生
産
技
術
や
先
端
技

術
開
発
を
リ
ー
ド
す
る
国
際
産
業
拠
点
と
し
て
再
編

整
備
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
能

　
横
浜
臨
海
部
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
機
能
で
あ

る
電
カ
ー
カ
ス
等
の
企
業
が
数
多
く
集
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
産
業
は
、
原
料
の
調
達
の
利
便
性
と
大
消

費
地
へ
の
近
接
性
か
ら
臨
海
部
に
立
地
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
電
力
で
は
、
東
京
電
力
は
鶴
見
区
大
黒

町
と
磯
子
区
新
磯
子
町
に
火
力
発
電
所
が
あ
り
、
平

成
元
年
度
の
横
浜
市
内
の
最
大
電
力
需
要
が
二
百
六

十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
り
、
供
給
力
が
二
百
六
十
九

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
両
発

電
所
で
本
市
の
電
力
需
要
を
賄
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

平
成
十
年
に
は
需
要
が
三
百
七
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
供
給
力
を
上
回
る
こ
と

に
な
る
。
そ
こ
で
、
東
京
電
力
で
は
大
黒
町
に
あ
る

発
電
所
の
増
設
に
着
手
し
て
お
り
、
完
了
後
は
四
百

三
十
八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な
り
、
電
力
の
安
定
供
給

が
可
能
と
な
る
。

　
次
に
ガ
ス
で
は
、
東
京
ガ
ス
は
磯
子
区
に
根
岸
工

場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
市
内
の
各
家
庭
へ
の
ガ
ス
供

給
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
工
場
は
二
十
五
億
立
方

メ
ー
ト
ル
の
ガ
ス
供
給
能
力
が
あ
り
、
二
〇
二
〇
年

図一２横浜臨海部、ゾーン

　　別の産業構造（従業者数）



の
本
市
内
の
ガ
ス
需
要
予
測
の
一
八
・
八
億
立
方
メ
ー

ト
ル
に
お
い
て
も
供
給
可
能
で
あ
る
が
、
首
都
圏
全

体
の
ガ
ス
の
安
定
供
給
と
い
う
視
点
か
ら
、
鶴
見
区

の
扇
島
に
あ
ら
た
に
四
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
製
造
で

き
る
工
場
を
建
設
中
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
臨
海
部
に
立
地
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
関
連
の
産
業
は
、
市
民
生
活
を
直
接
・
間

接
に
支
援
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ウ
物
流
機
能

　
横
浜
港
の
海
上
出
入
貨
物
量
の
推
移
を
、
外
貿
・

内
貿
を
あ
わ
せ
た
総
貨
物
量
で
み
る
と
、
昭
和
四
十

年
代
後
半
に
一
・
二
億
ト
ン
に
達
し
て
以
来
、
概
ね

こ
の
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。

　
一
方
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
で
み
る
と
、
貿
易

構
造
や
貨
物
輸
送
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
横
浜

港
に
お
け
る
製
品
輸
入
が
大
幅
に
拡
大
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
。
輸
出
・
輸
入
と
も
着
実
に
増
加
し
て
き

て
い
る
。

　
ま
た
、
貿
易
を
金
額
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
横
浜
港

は
こ
の
二
十
七
年
間
連
続
し
て
一
位
を
維
持
し
て
お

り
、
平
成
五
年
の
貿
易
額
は
約
九
兆
円
で
、
わ
が
国

の
貿
易
額
の
約
一
三
％
を
占
め
て
い
る
。
わ
が
国
の

対
外
窓
口
と
し
て
、
依
然
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。

　
横
浜
港
で
搬
出
入
さ
れ
た
貨
物
の
流
動
状
況
を
み

る
と
、
貨
物
流
動
の
背
後
地
は
関
東
地
方
を
中
心
と

し
て
東
日
本
一
帯
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

全
体
の
約
七
五
％
が
神
奈
川
県
内
の
流
動
で
、
横
浜

市
内
の
流
動
は
全
体
の
約
六
〇
％
、
そ
の
中
で
も
臨

海
部
の
企
業
は
横
浜
市
内
の
約
八
割
を
し
め
て
い
る

（
図
－
３
）
。

　
こ
れ
を
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
流
動
で
み
る
と
、
輸

出
貨
物
の
生
産
地
で
一
番
多
い
の
は
神
奈
川
県
で
約

二
八
％
あ
り
、
輸
入
貨
物
の
消
費
地
に
つ
い
て
は
神

奈
川
県
は
約
二
一
％
で
あ
る
。
ま
た
、
横
浜
港
で
船

積
さ
れ
る
輸
出
貨
物
の
約
四
〇
％
が
横
浜
で
詰
め
ら

れ
、
輸
入
貨
物
の
約
三
六
％
が
横
浜
で
取
り
出
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
港
の
国
際
物
流
機
能

と
地
域
経
済
と
は
か
な
り
密
接
な
関
連
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
横
浜
港
の
国
際
物
流
機
能
を
支
え
る
機

能
と
し
て
、
横
浜
臨
海
部
に
は
数
多
く
の
物
流
関
連

産
業
が
集
積
し
て
い
る
。
海
運
業
、
倉
庫
業
、
港
湾

運
送
業
な
ど
が
代
表
的
な
産
業
で
あ
る
が
、
ゾ
ー
ン

と
し
て
は
、
主
に
外
港
部
、
次
い
で
京
浜
臨
海
部
、

都
心
臨
海
部
に
多
く
集
積
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
産
業
の
成
長
を
従
業
員
数
の
変
化
で
み

る
と
横
ば
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
他
の

大
都
市
と
比
較
し
て
集
積
が
特
化
し
て
い
る
産
業
分

野
の
一
つ
で
あ
り
、
横
浜
の
産
業
の
特
色
を
形
成
し

て
い
る
。
ま
た
、
単
な
る
保
管
・
輸
送
機
能
か
ら
展

示
・
配
送
・
加
工
機
能
な
ど
に
拡
大
す
る
な
ど
、
物

流
機
能
の
高
付
加
価
値
化
が
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

今
後
の
Ｆ
Ａ
Ｚ
へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
輸
入
拡
大
へ

の
対
応
や
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組
み
も
計

画
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
港
に
お
け

る
物
流
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
と
物
流
関
連
産
業
の

今
後
の
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

エ
業
務
機
能

　
横
浜
の
経
済
は
全
般
的
に
人
口
に
比
べ
て
集
積
が

低
く
、
特
に
業
務
機
能
に
つ
い
て
は
、
東
京
へ
の
依

存
構
造
か
ら
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
横
浜

が
、
首
都
圏
お
け
る
業
務
核
都
市
と
し
て
、
都
市
の

自
立
性
を
高
め
特
色
あ
る
発
展
を
す
る
た
め
に
、
企

業
の
本
社
や
営
業
拠
点
、
企
画
開
発
拠
点
を
は
じ
め

と
し
た
業
務
機
能
の
集
積
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
都
心
臨
海
部
で
は
、
既
存
の
「
横
浜
駅
周
辺
地
区
」

特
集
・
横
浜
港
の
明
日
‐
総
合
港
湾
へ
の
模
索
・
①
総
合
港
湾
を
目
指
す
横
浜
港

　
「
関
内
・
関
外
地
区
」
に
加
え
て
「
み
な
と
み
ら
い

2
1
」
「
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
」
な
ど
の
事
業
が
す
で
に
進

ん
で
お
り
、
ま
た
、
今
後
の
事
業
と
し
て
、
「
山
内

ふ
頭
周
辺
地
区
」
「
山
下
・
新
山
下
地
区
」
な
ど
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
「
ゆ
め
は
ま

2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
も
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
連
た
ん
を
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ル
ト
と
し
て
、
そ
の
地

域
の
特
性
に
あ
っ
た
業
務
機
能
を
集
積
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
（
図
‐
４
）
。

　
　
業
務
の
集
積
は
、
大
別
す
る
と
、
①
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
に
よ
る
業
務
地
区
の
発
展
形
態
、
②
既
存

業
務
地
再
編
の
受
け
皿
と
し
て
の
発
展
形
態
、
③
日

本
企
業
の
全
国
展
開
や
海
外
企
業
の
日
本
進
出
な
ど

を
行
う
た
め
の
営
業
拠
点
、
研
修
・
研
究
所
な
ど
広

域
的
な
展
開
地
区
と
し
て
の
発
展
形
態
、
④
そ
の
複

合
形
態
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
機
能
が
有
機
的

に
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
れ
、
一
つ
の
業
務
地
区
が
独
自
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
形
成
し
、
独
立
し
た
業
務
機
能

を
集
積
す
る
発
展
形
態
、
こ
の
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
が

あ
る
。

　
横
浜
が
自
律
的
な
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
な
る
都
心

臨
海
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ル
ト
の
形
成
の
成
否
が
本
市

経
済
の
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
横

浜
の
も
つ
地
域
資
源
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
地
域
特
性

に
適
合
し
た
、
業
務
形
成
の
計
画
的
な
誘
導
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
「
横
浜
駅
周
辺
地
区
」
で
は
交
通
拠
点
性
の
強
化

と
駅
周
辺
の
再
開
発
の
促
進
に
よ
り
、
エ
リ
ア
業
務

拠
点
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
業
務
拠
点
と
し
て
の
集
積
、

「
関
内
・
関
外
地
区
」
で
は
開
港
の
歴
史
や
み
な
と
の

景
観
を
生
か
し
、
回
遊
性
を
高
め
る
街
づ
く
り
を
す

す
め
、
横
浜
の
発
祥
の
地
と
し
て
の
貿
易
関
連
業
務

図―４　都心臨海部ビジネスベルト 図―３　横浜港の貨物流動地域比較
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